第５条関係

（事業者用）
（裏面）
裏面

要介護・要支援認定関係資料閲覧等申請書

　　　年　　月　　日

太子町長様

	申請者
	事業所住所
	

	
	事業所名称
	

	
	介護支援専門員氏名
	

	
	介護支援専門員登録番号
	　

	
	事業所電話番号
	（　　　　　）　　　　－　　　　　


介護サービス計画を作成するために必要ですので、下記の被保険者の要介護・要支援認定にかかる資料の閲覧又は写しの交付を申請します。また、取扱いについては裏面の事項を遵守いたします。

記

１．資料の提供を必要とする被保険者

	住所
	　太　子　町

	氏名
	

	生年月日
	M ・ T ・ S　　　　　年　　　　　　月　　　　　日

	被保険者番号
	　４６４

	電話番号
	 （　　　　　　　）　　　　　　－


２．提供を必要とする資料

	□閲覧　□写しの交付
	□概況調査書　□基本調査　□特記事項　□主治医意見書


３．被保険者の同意

	私は、介護サービス計画を作成するために必要であるため、上記２の資料の提供について、上記申請者に情報提供することに同意いたします。

　　年　　月　　日

被保険者署名　　　　　　　　　　　　　　

＜代筆の場合＞代筆者署名　　　　　　　　　　　　　　　
被保険者との関係（　　　　　　　　　　）


---------------------------------------------------役場記入欄-------------------------------------------------------

	受付日
	　　年　　月　　日
	受付番号
	太高介第　　　　　　　号

	備考
	□介護支援専門員登録番号確認　　□主治医意見書開示同意確認


	決　裁
	町長
	副町長
	部長
	課長
	副課長
	係長
	主務者

	
	＊
	＊
	＊
	
	
	
	


（居宅介護支援事業者等の遵守事項）

居宅介護支援事業者等は次のことについて、遵守しなければならない。

1 閲覧及び写しの交付により知り得た情報を本人の介護サービス計画の作成以外の目的に使用してはならない。特に、主治医意見書による疾患名（本人及び家族に伏せられている場合がある。）の取扱いには注意すること。

2 本人情報を本人の文書による同意を得ることなく本人以外の者に知らせ、若しくは提供してはならない。

3 従業者又は従業者であった者が、上記①及び②についての行為を行わないよう必要な措置を講じなければならない。

4 本人の同意を得ることなく、閲覧により知り得た情報を介護サービス計画作成以外の目的で複製してはならない。

5 写しの交付を受けた費用については、被保険者等に負担させてはならない。

6 閲覧及び写しの交付により得た情報は厳重に管理しなければならない。

7 本人との居宅介護支援サービス又は施設サービスの提供に係る契約関係終了した場合等、閲覧及び写しの交付により得た情報が必要でなくなった場合は速やかに処分しなければならない。

8 以上の遵守事項に違反した場合は、今後の資料開示を行わないことがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

